
教育委員会定例会日程

平成２１年６月２５日

１ 開 会

２ 前回会議録の承認

３ 会議録署名委員の決定

４ 議 事

日程第１

報告第５号

事務の臨時代理の報告（小田原市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関

する条例の一部を改正する条例）について（教育総務課）

日程第２

報告第６号

事務の臨時代理の報告（工事請負契約の締結（小田原市立富水小学校屋内運動場

改築工事））について（教育総務課）

５ その他

（１）財団法人小田原市学校建設公社経営状況報告について（資料１ 教育総務課）

（２）グラウンド等の芝生化の進捗状況について （資料２ 教育総務課）

（３）放課後児童クラブ開設時間の変更について （資料３ 青少年課）

（４）史跡小田原城跡八幡山古郭・総構保存管理計画について（資料４ 文化財課）

（５）財団法人小田原市体育協会経営状況報告について （資料５ スポーツ課）

（６）その他

①文部科学省 平成２１年度補正予算の概要 （資料ア 学校教育部）

②請願「平成２２年度使用中学校教科書の採択について」（資料イ 教育総務課）

③「教科書採択についての要望書」について （資料ウ 教育総務課）

④教育委員会事務の点検・評価について （教育総務課）

⑤教育委員と市長との懇談会について （教育総務課）

⑥教職員メンタルヘルス研修会について （学校教育課）

６ 閉 会



報告第５号

事務の臨時代理の報告（小田原市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件

に関する条例の一部を改正する条例）について

小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成１０年３月教

育委員会規則第４号）第４条第１項の規定により、別紙のとおり臨時代理したので、

同条第２項の規定により、これを報告する。

平成２１年６月２５日提出

小田原市教育委員会

教育長 青木 秀夫



小田原市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

第１条 （略）

第２条 （略）

第３条 （略）

（小田原市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正）

第４条 小田原市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例（昭和２７年小田原市条

例第２４７号）の一部を次のように改正する。

改 正 後 改 正 前

附 則

１～５ （略）

（平成２１年６月に支給する教育長の期末手

当に関する特例措置）

６ 平成２１年６月に支給する教育長の期末手

当に関する第５条第２項の規定の適用につい

ては、同項中「１００分の１６０」とあるの

は、「１００分の１４０」とする。

附 則

１～５ （略）

附 則

この条例は、平成２１年 ５ 月２９日から施行する。

（理由）

国家公務員の給与制度に準じて平成２１年６月に支給する本市職員の期末手当等の額を暫定的に

引き下げるため提案するものであります。



報告第６号

事務の臨時代理の報告（工事請負契約の締結（小田原市立富水小学校屋内運

動場改築工事））について

小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成１０年３月教

育委員会規則第４号）第４条第１項の規定により、別紙のとおり臨時代理したので、

同条第２項の規定により、これを報告する。

平成２１年６月２５日提出

小田原市教育委員会

教育長 青木 秀夫
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1. 東富水幼稚園（園児数：112 人、面積：約 850 ㎡）

2. 下府中小学校（児童数：444 人、面積：約 6,000 ㎡）

09/05/23

09/06/1709/05/23

09/05/23

09/06/19

09/06/2009/06/19

09/06/19

資料２グラウンド等の芝生化の進捗状況について



2

3. 新玉小学校（児童数：263 人、面積：約 3,500 ㎡）

09/06/20 09/06/20

09/05/26

09/06/17

09/05/26

09/06/22

09/06/2009/06/20
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4. 和歌山県

和歌山市立安原小学校

児童数：411 人

面 積：約 5,500 ㎡

海南市立南野上小学校

児童数：30 人

面 積：約 3,500 ㎡

09/03/25 09/03/25

09/03/26 09/03/26

09/03/25 09/03/25

09/03/2609/03/26



1

放課後児童クラブ 開設時間の変更について

１ 変更点

現 状 変更点

※空欄は「変更なし」

対 象
両親が共働きなどで、放課後の

時間帯などに保護者のいない家庭

受入れ 小学校１～３年生

【平 日】

放課後～午後６時３０分

【土曜日】

午前８時３０分～午後６時３０分

【土曜日】

午前８時～午後６時３０分
時間

【夏・冬・春休み】

午前８時３０分～午後６時３０分

【夏・冬・春休み】

午前８時～午後６時３０分

開

設

場所

小学校の余裕教室など

小学校 ２３校

中学校 １校

民間借家 １軒

２ 変更時期

平成２１年７月

資料３
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史跡小田原城跡八幡山古郭・総構保存管理計画（中間とりまとめ）の概要

史跡小田原城跡のうち八幡山古郭・総構（P9 参照）を対象に、保存管理及び整備活用につ

いての指針となる史跡小田原城跡八幡山古郭・総構保存管理計画を策定するため、平成 20 年

度から保存管理計画策定委員会を設置し、検討を行ってきた。平成 21年度中には、報告書と

して刊行の予定であるが、平成 20 年度に検討した内容を中間とりまとめとして整理した。以

下章ごとに概要を説明する。

第 1 章 保存管理計画策定の沿革（P1～P9）

1 史跡小田原城跡の沿革(P1～P3)

小田原城の成立及び発展についてまとめた。

2 これまでの保存管理計画策定の経緯(P4～P5)

昭和 51・55 年に八幡山古郭及び総構の保存管理計画が策定される経過や基本方針

についてまとめた。

3 保存管理計画改定の目的及び検討の経過(P6～P9)

保存管理計画は、策定から 25 年以上経過している。また、史跡を保存管理するだ

けでなく、整備活用することが近年求められていることから、新たな時代の保存管

理・整備活用について検討することにした。

第 2 章 遺構の現況及び課題(P10～P24)

1 遺構の現況及び史跡指定の概要(P10～P15)

昭和 13 年に小田原城跡は、国指定史跡と指定されて以来、今まで第６次にわたり

指定されてきた。

現在、良好な遺構が確認されている場所があるにもかかわらず、史跡指定されて

いない箇所も多く存在する。

2 八幡山古郭及び総構遺構部の状況(P16～P24)

自然的な地形、植生及び都市計画法における用途地域や公有地の状況、土地利用

状況などについてまとめた。

第 3 章 保存管理(P25～P59)

1 小田原城城郭遺構の特殊性(P25)

八幡山古郭・総構は、市街地も含み広大な遺構であるため、その一部分だけを切

り出して代表されるような性質の遺構ではなく、また、空堀等の遺構は、自然地形

と一体となって形成されているものなので、人為的に築造された部分だけでは、遺

構についての理解が不足する。

資料４
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2 保存管理の基本的な考え方(P26)

良好な遺構が確認されている場所は、優先的に史跡指定の対象とする。さらに、

遺構の全体像を理解するために必要な遺構の周辺部については、都市計画や景観的

な手法と連動した保存管理方策を検討する。

3 遺構の現況と史跡を構成する諸要素の考え方(P27～P31)

保存管理の方法と基準を考える前提として、遺構そのものと、遺構周辺の環境保

全区域の考え方を整理する。

4 遺構及び周辺部の環境を保全するための制度等について(P32～P35)

遺構全体に何らかの指定を行い、地形の変更、整地、建築等に際して、遺構の損

傷を防ぐ方策を講じる必要がある。史跡指定等の文化財的手法だけでなく、景観的

な手法によって遺構周辺部の保全策も検討する。

5 遺構区分等に応じた保存管理の基本方針(P36～P42)

保存管理の基本方針及び保存管理の方法については、遺構区分ごとに遺構を構成

する諸要素、遺構規模、形態、現況及び性質をふまえて、個々の地区ごとに保存管

理の方策を検討する。

6 地区別の保存管理の基本方針(P43～P58)

八幡山古郭・総構を８地区に分け、各地区ごとに史跡の取り扱い方針を示すとと

もに、遺構と一体となって環境を形成すべきエリアの考え方と具体的な保存管理の

考え方を示す。

7 史跡小田原城跡に関する市民意識の形成に向けて(P59)

今後、八幡山古郭・総構を保存管理し整備活用していくにあたり、八幡山古郭・

総構に対する市民の関心をさらに高めていく必要がある。

第 4 章 整備・活用に関する基本的な考え方について(P60～P67)

1 歴史的資源活用のための施策の展開について(P60～P62)

小田原城が戦国期最大規模の城郭となったことを中心に据え、中世から近世まで

を含めた歴史が積み上げられてきたイメージの展開を意識した整備活用のあり方を

検討していく。

2 整備・活用に関する基本的な考え方について(P63～P67)

７箇所（三の丸外郭新堀土塁、城下張出等）の整備活用ポイントについて、想定

される骨格的な整備活用のあり方について、整備活用の視点とこれらをめぐる回遊

路整備の視点から整理する。

第 5 章 実現に向けた体制等のあり方について(P68)

八幡山古郭・総構は広大な遺構なので、保存管理・整備活用していくためには、

都市計画課やまちづくり景観課など行政内部の横断的な連携に取り組みつつ、遺構

の土地所有者等に理解を求め、さらにＮＰＯ等の民間団体にも参加を促していく。






















